
全体総括

363.60

　経常損益については、「経常収支比率」が98.06％と
なり、前年度の102.53％から大幅に悪化し、ついに
100％を下回りました。これは収支が赤字に転落したこ
とを意味し、経営の健全性に深刻な懸念が生じていま
す。
　「流動比率」については329.64％と前年度の340.75％
から若干低下しましたが、依然として100％を大きく超
えており、短期的な支払能力は確保されています。しか
し、今後予定されている大型の浄水場更新事業を考慮す
ると、中長期的な資金確保戦略の策定が重要です。
　「企業債残高対給水収益比率」は528.57％と前年度の
523.38％から増加し、類似団体平均の300.33％を大幅に
上回っています。今後の大規模事業実施に向けて、経営
戦略の改定において企業債の適切な管理と償還計画の見
直しを図ります
　「料金回収率」は93.28％と前年度の99.25％からさら
に低下し、給水にかかる費用を料金で賄えない状況が深
刻化しています。類似団体平均の102.03％を大きく下
回っており、この状況を改善するため、令和８年４月に
料金改定を実施します。
 「給水原価」は137.98円と前年度の129.51円から約8.5
円増加し、上昇傾向が継続しています。類似団体平均の
173.56円は下回っているものの、今後の更新投資による
減価償却費の増加により、さらなる上昇が見込まれま
す。
　「施設利用率」は87.00％と前年度の78.76％から大幅
に改善し、類似団体平均の60.80％を上回っており、施
設の有効活用が図られています。
　「有収率」は89.27％と前年度の88.01％から1.26ポイ
ント改善しましたが、類似団体平均の89.86％をわずか
に下回っています。漏水調査や老朽管更新の効果が現れ
ており、今後も継続的な取り組みが重要です。

2. 老朽化の状況について

　「有形固定資産減価償却率」は49.88％と前年度の
49.17％から若干増加し、類似団体平均の52.46％をやや
下回っています。施設の老朽化は着実に進行しており、
計画的な更新投資が必要です。
　「管路経年化率」は29.13％と前年度の27.82％から
1.31ポイント増加し、年々上昇傾向にあります。類似団
体平均の28.40％を上回っており、管路の老朽化が深刻
な課題となっています。
　「管路更新率」は0.60％と前年度の0.74％から低下
し、類似団体平均の0.58％をわずかに上回る程度となり
ました。管路の更新投資の実施状況は依然として不十分
であり、老朽化の進行に対して更新が追いついていない
状況です。
　今後は、アセットマネジメントに基づく戦略的な施設
更新計画の策定と実行により、効率的かつ計画的な老朽
施設の更新を推進していく必要があります。2. 老朽化の状況

給水区域面積(km
2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　経営については、前年度に引き続き厳しい状況が
継続しており、人件費や物価高騰の影響により経営
環境はさらに悪化しています。料金回収率が2年連
続で100％を下回り、経営の抜本的な見直しが急務
となっていることから、令和8年4月の料金改定に向
けた準備を進めているところです。
　また、老朽施設の更新や耐震化など施設投資の需
要は一層増加しており、限られた財源の中での計画
的な事業推進が重要な課題となっています。アセッ
トマネジメントの活用による効率的な施設投資と、
経営戦略に基づく持続可能な事業運営の確立が不可
欠です。

413.51 【】 令和6年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 56.60 92.53 2,343 150,352

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人)

162,574 653.36 248.83 ■ 当該団体値（当該値）法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置

経営比較分析表（令和6年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【107.26】 【1.61】 【239.69】 【264.86】

【89.21】【60.21】【181.66】【97.59】

【52.41】 【26.78】 【0.59】



経営比較分析表（令和5年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置 161,515 653.36 247.21 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

  経営については、これまで概ね健全な数値を保持
し、適正な状況を継続してきました。しかしなが
ら、人件費や物価の高騰による経常費用の増加によ
り今年度料金回収率は100％を下回りました。
 また、老朽施設の更新や耐震化など施設投資の需
要は増加していくなど厳しい状況を迎えていること
から、更なる経営の効率化に努めていきます。
　さらに、施設投資については、限られた財源の中
で計画的かつ効率的に推進していくために、施設の
長寿命化対策やアセットマネジメントの活用を図っ
ていく必要があります。
　今後、経営戦略に基づき、より効率的な事業運営
に努めていきます。

414.76 【】 令和5年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 57.03 92.48 2,343 150,808

全体総括

363.60

  経常損益については、「経常収支比率」が100％
以上であり、収支状況は黒字を維持しております
が、減少傾向にあります。また「料金回収率」は今
年度100％を下回り、給水にかかる費用を料金で賄
えていないことから、経営の見直しが必要な状況と
なっております。
　「流動比率」については、常に100％を超えて推
移しており、短期的な支払能力が確保されているこ
とを示しています。しかし、今後大型の浄水場更新
事業が控えており、資金確保に向けた取組がより一
層重要な課題となります。
　「企業債残高対給水収益比率」については、類似
団体の平均を上回る状況にあり、今後の統廃合事業
等の大規模事業に向けて企業債の適切な活用を図り
ます。
　「給水原価」は、類似団体より低い状況にありま
すが、前年度比約8円ほど増加しており、今後も更
新投資による減価償却費の増加により、上昇が見込
まれることから、財源の確保のため、更なる経営の
効率化に努めていきます。「施設利用率」は類似団
体の平均を上回って推移しており適正な規模と考え
られます。
　「有収率」は昨年度より1.22ポイント低下しまし
たが、今後も漏水調査や老朽管更新等により「有収
率」の向上に努め、供給した配水量の効率性を高め
ていきます。

2. 老朽化の状況について

　「有形固定資産減価償却率」は浄水場施設の更新
等により昨年度より1.09ポイント低下しましたが、
「管路経年化率」が年々増加傾向にあり、施設の老
朽化が進んでいます。また、「管路更新率」は例年
よりも多くの更新工事を実施したことにより、類似
団体の平均を上回りましたが、管路の更新投資の実
施状況は依然として遅れている状態です。
　現在まで行ってきた漏水調査や老朽管の計画更新
を継続しつつ、アセットマネジメントに基づき、大
規模な老朽施設の更新についても計画的に推進して
いきます。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.24】 【1.50】 【243.36】 【265.93】

【89.42】【59.81】【177.56】【97.82】

【52.02】 【25.37】 【0.62】



宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 161,605 653.36 247.34 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 57.39 92.42 2,343 148,947 363.60 409.65 【】 令和4年度全国平均

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常損益については、「経常収支比率」が100％
以上を維持しており、収支状況が黒字であることを
示しています。「料金回収率」は昨年度に引続き
100％以上を維持しています。
　「流動比率」については、常に100％を超えて推
移しており、短期的な支払能力が確保されているこ
とを示しています。しかし、今後大型の浄水場更新
事業が控えており、資金確保に向けた取組がより一
層重要な課題となります。
　「企業債残高対給水収益比率」については、類似
団体平均値を上回る状況にあり、今後の統廃合事業
等の大規模事業に向けて企業債の適切な活用を図り
ます。
　「給水原価」は、類似団体平均値より低い状況に
あります。平成30年度から概ね安定しており、費用
の効率性は図られている状態ですが、今後も更新投
資等に充てる財源の確保のため、更なる経営の効率
化に努めていきます。「施設利用率」は類似団体平
均値を上回って推移しており適正な規模と考えられ
ます。
　「有収率」は昨年度より0.24ポイント低下しまし
たが、今後も漏水調査や老朽管更新等により「有収
率」の向上に努め、供給した配水量の効率性を高め
ていきます。

　「有形固定資産減価償却率」は浄水場施設の更新
等により昨年度より0.2ポイント低下しましたが、
「管路経年化率」が年々増加傾向にあり、施設の老
朽化が進んでいます。また、「管路更新率」は類似
団体平均値より低いことから、管路の更新投資の実
施状況は遅れている状態です。
　現在まで行ってきた漏水調査や老朽管の計画更新
を継続しつつ、アセットマネジメントに基づき、大
規模な老朽施設の更新についても計画的に推進して
いきます。

　経営については、現在まで概ね健全な数値を保持
し、適正な状況を継続してきました。
　しかし、給水人口の減少などを背景に、給水収益
は年々減少傾向にある一方、老朽施設の更新や耐震
化など施設投資の需要は増加していくなど厳しい状
況を迎えていることから、更なる経営の効率化に努
めていきます。
　また、施設投資については、限られた財源の中で
計画的かつ効率的に推進していくために、施設の長
寿命化対策やアセットマネジメントの活用を図って
いく必要があります。
　今後、経営戦略に基づき、更なる効率的な事業運
営に努めていきます。
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【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



経営比較分析表（令和3年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 162,572 653.36 248.82 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　経営については、現在まで概ね健全な数値を保持
し、適正な状況を継続してきました。
　しかし、給水人口の減少などを背景に、給水収益
は年々減少傾向にある一方、老朽施設の更新や耐震
化など施設投資の需要は増加していくなど厳しい状
況を迎えていることから、更なる経営の効率化に努
めていきます。
　また、施設投資については、限られた財源の中で
計画的かつ効率的に推進していくために、施設の長
寿命化対策やアセットマネジメントの活用を図って
いく必要があります。
　今後、経営戦略に基づき、更なる効率的な事業運
営に努めていきます。

411.60 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 56.65 92.37 2,343 149,659

全体総括

363.60

　経常損益については、「経常収支比率」が100％
以上を維持しており、収支状況が黒字であることを
示しています。「料金回収率」は昨年度に引続き
100％以上を維持しています。
　「流動比率」については、常に200％を超えて推
移しており、十分な支払能力があることを示してい
ます。しかし、事業費は増加しているため、資金確
保に向けた取組みがより一層重要な課題となりま
す。
　「企業債残高対給水収益比率」については、入札
不調や世界的な半導体不足による資材調達の遅延等
が影響し、事業の繰越が多く、借入額が減少したこ
とで、昨年度より9ポイント低下しました。類似団
体の平均を上回る状況にありますが、今後の統廃合
事業等の大規模事業に向けて企業債の適切な活用を
図ります。
　「給水原価」は、類似団体より低い状況にありま
す。経年を比較しても概ね安定しており、費用の効
率性は図られている状態ですが、今後も更新投資等
に充てる財源の確保のため、更なる経営の効率化に
努めていきます。「施設利用率」は類似団体の平均
を上回って推移しており適正な規模と考えられま
す。
　「有収率」は昨年度より0.54ポイント上昇しまし
た。これは漏水箇所を早期に発見修理し、また老朽
管を更新したことで漏水量が減少したものです。今
後も漏水調査や老朽管更新等により「有収率」の向
上に努め、供給した配水量の効率性を高めていきま
す。

2. 老朽化の状況について

　「有形固定資産減価償却率」が昨年度より1.04ポ
イント上昇し、「管路経年化率」が年々増加傾向に
あり、施設の老朽化が進んでいます。また、「管路
更新率」は類似団体と比較して低いことから、管路
の更新投資の実施状況は遅れている状態です。
　現在まで行ってきた漏水調査や老朽管の計画更新
を継続しつつ、アセットマネジメントに基づき、大
規模な老朽施設の更新についても計画的に推進して
いきます。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

653.36 250.35 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置 163,571

－

- 55.52 92.33 2,343 150,766 363.60 414.65 【】

全体総括

　経営については、現在まで概ね健全な数値を保持
し、適正な状況を継続してきました。
　しかし、給水人口の減少や節水型家電の普及など
を背景に、給水収益は年々減少傾向にある一方、老
朽施設の更新や耐震化など施設投資の需要は増加し
ていくなど厳しい状況を迎えていることから、更な
る経営の効率化に努めていきます。
　また、施設投資については、限られた財源の中で
計画的かつ効率的に推進していくために、施設の長
寿命化対策やアセットマネジメントの活用を図って
いく必要があります。
　今後、経営戦略に基づき、更なる効率的な事業運
営に努めていきます。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　経常損益については、「経常収支比率」が100％
以上を維持しており、収支状況が黒字であることを
示しています。「料金回収率」は昨年度に引続き
100％以上を維持しています。
　「流動比率」については、常に200％を超えて推
移しており、十分な支払能力があることを示してい
ます。昨年度、類似団体の平均値を下回りました
が、現金預金の増加及び未払金の減少により今年度
は上回りました。しかし、事業費は増加しているた
め、資金確保に向けた取組みがより一層重要な課題
となります。
　「企業債残高対給水収益比率」については、施設
の統合事業による事業費の増加に伴い、企業債を活
用したことから昨年度より27.56ポイント上昇しま
した。類似団体の平均を上回る状況にありますが、
今後の統廃合事業等の大規模事業に向けて企業債の
適切な活用を図ります。
　「給水原価」は、類似団体より低い状況にありま
す。経年を比較しても概ね安定しており、費用の効
率性は図られている状態ですが、今後も更新投資等
にあてる財源の確保のため、更なる経営の効率化に
努めていきます。「施設利用率」は類似団体の平均
を上回って推移しており適正な規模と考えられま
す。
　「有収率」は昨年度より1.21ポイント上昇しまし
た。これは大きな漏水箇所がなく、早期に発見修理
ができたことで漏水量が減少したものです。今後も
漏水調査や老朽管更新等により「有収率」の向上に
努め、供給した配水量の効率性を高めていきます。

2. 老朽化の状況について

　「有形固定資産減価償却率」が昨年度より0.76ポ
イント上昇し、「管路経年化率」が年々増加傾向に
あり、施設の老朽化が進んでいます。また、「管路
更新率」は類似団体と比較して低いことから、管路
の更新投資の実施状況は遅れている状態です。
　現在まで行ってきた漏水調査や老朽管の計画更新
を継続しつつ、アセットマネジメントに基づき、大
規模な老朽施設の更新についても計画的に推進して
いきます。

2. 老朽化の状況
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【110.27】 【1.15】 【260.31】 【275.67】

【89.82】【60.69】【166.40】【100.05】

【50.19】 【20.63】 【0.69】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

全体総括

経営については、現在まで概ね健全な数値を保持
し、適正な状況を継続してきました。
しかし、給水人口の減少や節水型家電の普及などを
背景に、給水収益は年々減少傾向にある一方、老朽
施設の更新や耐震化など施設投資の需要は増加して
いくなど厳しい状況を迎えていることから、更なる
費用削減を図っていく必要があります。
また、施設投資については、限られた財源の中で計
画的かつ効率的に推進していくために、施設の長寿
命化対策やアセットマネジメントの活用を図ってい
く必要があります。
経営戦略については、平成28年度に策定済みです。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

経常損益については、「経常収支比率」が100％以
上を維持しており、収支状況が黒字であることを示
しています。前年度、「料金回収率」が100％を下
回りましたが、経費負担の区分の見直しにより回復
しました。「流動比率」については、100％を上回
る値で推移していますが、当該年度は類似団体の平
均値を下回りました。事業費の増加に伴い現金の減
少傾向が続き、料金収入の減少が避けられない中、
資金の確保に向けた取組みが課題となります。
「企業債残高対給水収益比率」については、施設の
統合事業による事業費の増加に伴い、企業債を活用
したことから前年度より31.11ポイント上昇しまし
た。類似団体と比較すると高い比率であるため、資
金残高との調整を図りながら、今後の更新・耐震化
事業を計画的に進めてまいります。
「給水原価」は、類似団体より低い状況にありま
す。経年と比較しても概ね安定しており、費用の効
率性は図られている状態ですが、今後も更新投資等
に充てる財源の確保のため、更なる費用の削減など
に努めていく必要があります。「施設利用率」は類
似団体の平均を上回って推移しており、適正な規模
と考えられます。
「有収率」は昨年度より0.94ポイント低下し、大き
な改善はみられていません。老朽管の計画的な更新
を継続しながら、漏水調査について新たな手法を検
討し、「有収率」の向上に努め、供給した配水量の
効率性を高めていく必要があります。

2. 老朽化の状況について

「有形固定資産減価償却率」が昨年度より1.73ポイ
ント低下したこと、及び「管路更新率」が前年度よ
り増加したのは、施設・管路の新設及び更新による
ものですが、類似団体と比較すると平均より低い水
準にあります。また、「管路経年化率」が年々増加
傾向にあることからわかるとおり、施設の老朽化は
進んでいる状況です。
現在まで行ってきた漏水調査や老朽管の計画更新を
継続しつつ、アセットマネジメントに基づき、大規
模な老朽施設の更新についても計画的に推進してま
いります。

2. 老朽化の状況

－

- 55.86 92.26 2,343 151,370 363.60 416.31 【】

653.36 251.78 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置 164,506

経営比較分析表（令和元年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.34 0.17 0.13 0.48 0.62

平均値 0.67 0.67 0.65 0.70 0.72

105.00
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107.00

108.00

109.00

110.00

111.00
112.00

113.00

114.00

115.00

116.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 113.95 112.59 112.34 109.07 111.51

平均値 114.08 115.36 113.95 112.62 113.35

45.50

46.00

46.50

47.00

47.50

48.00

48.50

49.00

49.50

50.00

50.50

51.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 47.39 48.43 49.47 50.39 48.66

平均値 47.37 48.01 48.01 48.86 49.60
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5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 16.62 16.36 16.38 20.16 20.84

平均値 14.27 16.17 16.60 18.51 20.49

①経常収支比率(％)
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当該値 416.94 408.09 514.81 405.95 279.44
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当該値 435.32 437.09 437.23 437.09 468.20

平均値 298.09 291.78 295.44 290.07 290.42

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 107.72 103.54 105.68 98.87 106.66

平均値 106.40 107.61 106.02 104.84 106.11
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100.00
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180.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 119.90 125.00 122.12 130.47 120.78

平均値 156.29 155.69 158.60 161.82 161.03
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86.00

86.50

87.00
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88.00

88.50

89.00

89.50

90.00

90.50

91.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 88.64 88.04 88.21 88.66 87.72

平均値 90.15 90.62 90.13 90.19 90.03

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

653.36 253.20 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A2 非設置 165,433

－

- 56.82 92.18 2,300 151,988 380.40 399.55 【】

全体総括

経営については、現在まで概ね健全な数値を保持
し、適正な状況を継続してきました。
　しかし、給水人口の減少や節水型家電の普及など
を背景に、給水収益は年々減少傾向にある一方、老
朽施設の更新や耐震化など施設投資の需要は増加し
ていくなど厳しい状況を迎えていることから、更な
る費用削減を図っていく必要があります。
　また、施設投資については、限られた財源の中で
計画的かつ効率的に推進していくために、施設の長
寿命化対策やアセットマネジメントの活用を図って
いく必要があります。
　なお、経営戦略については、平成28年度に策定済
みです。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

「経常損益」については、「経常収支比率」が
100％以上を維持しており、収支状況が黒字である
ことを示しております。「累積欠損」は発生してい
ませんが、「料金回収率」が100％を下回りまし
た。経常費用の大幅な増加が要因ですが、経費負担
の区分の見直し、更なる費用の削減に努める必要が
あります。
「流動比率」については、年度によって増減がある
ものの、当該値は常に100％を超えており、十分な
「支払能力」を有しています。
「債務残高」については、今後の老朽施設の更新や
耐震化などの大規模事業に備えて資本の増蓄を意識
的に行ってきたため、「企業債残高対給水収益比
率」は類似団体の平均を上回る状況にありますが、
企業債の適切な活用を図りつつ、今後の大規模事業
を計画的に推進して参ります。
「給水原価」は、類似団体より低い状況にありま
す。経年を比較しても概ね安定しており、「費用の
効率性」は図られている状態ですが、今後も更新投
資等にあてる財源の確保のため、更なる費用の削減
などに努めていく必要があります。「施設の効率
性」については、「施設利用率」に表れているとお
り、適正な規模となっています。
「供給した配水量の効率性」については、「有収
率」が示しているとおり、88％台で推移しており、
大きな改善はみられていません。漏水調査や老朽管
の更新などを計画的に継続して行い「有収率」の向
上に努めることで、「効率性」を高めていく必要が
あります。

2. 老朽化の状況について

「施設全体の減価償却の状況」や「管路の経年化の
状況」については、「有形固定資産減価償却率」、
「管路経年化率」が年々増加傾向にあることからわ
かるとおり、施設の老朽化が進んでいます。また、
「管路更新率」に表される「管路の更新投資の実施
状況」は類似団体と比較しても遅れている状態で
す。
　現在まで行ってきた漏水調査や老朽管の計画更新
を継続しつつ、アセットマネジメントに基づき、大
規模な老朽施設の更新についても計画的に推進して
参ります。

2. 老朽化の状況
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.83】 【1.05】 【261.93】 【270.46】

【89.92】【60.27】【167.11】【103.91】

【48.85】 【17.80】 【0.70】










